
 

令和６年度札幌支部高等学校総合体育大会バレーボール競技大会 兼 

令和６年度北海道高等学校総合体育大会バレーボール競技大会札幌支部予選会 

      

                開  催  要  項 

 

 

１ 主  催  北海道高等学校体育連盟札幌支部、札幌・江別・千歳地区バレ－ボ－ル協会 

 

２  後  援    北海道教育庁石狩教育局・札幌市・札幌市教育委員会・恵庭市・恵庭市教育委員会 

北広島市・北広島市教育委員会・千歳市・千歳市教育委員会・石狩市・石狩市教育委員会 

 

３  主  管    北海道高等学校体育連盟札幌支部バレ－ボ－ル専門部 

 

４  当 番 校    〈男子〉 北海道恵庭南高等学校   〈女子〉 北海道石狩翔陽高等学校 

 

５  期  日    令和６年５月２２日（水）～ ５月２４日（金）  競技開始９時３０分 

 

６  会  場    〈男子〉  千歳市スポーツセンターダイナックスアリーナ（２面） １～３日目 

北 海 道 千 歳 高 等 学 校（２面） １～２日目 

北 海 道 北 広 島 高 等 学 校（２面） １～２日目 

                〈女子〉   北 海 道 石 狩 翔 陽 高 等 学 校（２面） １～３日目 

                            北 海 道 札 幌 手 稲 高 等 学 校（２面）  １～２日目 

                            北 海 道 札 幌 北 陵 高 等 学 校（２面） １～２日目 

                            北 海 道 科 学 大 学 高 等 学 校（２面） ２日目 

 

７  競技規則    令和６年度（財）日本バレ－ボ－ル協会競技規則（６人制）による。 

                 

８  試合方法 

（１）１日目はシ－ド校を除いた全参加校を３～４チ－ムに分け、予選グル－プ戦を行う。（敗者復活戦）    

各予選グル－プ戦の上位２～３チ－ムが決勝ト－ナメント戦へ進出する。 

（２）２日目、３日目は決勝ト－ナメント戦を行い、全道大会出場校の順位を決定する。 

（３）令和６年度札幌地区高校春季大会の８位までをシ－ドとする。 

 

９  参加資格 

（１）北海道高等学校体育連盟に加盟している高等学校に在籍し、大会申込み時までに学校が行う健康診断を受け

ている生徒であって、校長が本大会の参加を認め、２００５年（平成１７年）４月２日以降に生まれた者で

あること。ただし、同一学年の出場は一回限りとする。なお、転校後６ヶ月未満の者は参加を認めない。た

だし、一家転住等やむを得ない場合は、支部長の許可があればこの限りではない。 

（２）北海道高等学校体育連盟の主催大会参加者災害補償制度に加入した者、または加入意思のある者。 

（３）日本バレーボール協会登録チーム・日本バレーボール協会個人登録（ＭＲＳ）選手であること。 

（４）全日制・定時制の混成チ－ムは認めない。 

（５）チ－ムは監督１名、コ－チ１名、マネ－ジャ－１名、引率教員１名、選手１８名以内とする。また、試合ご

とに最大１４名（１３名以上の場合はリベロプレーヤー２名を含む。）をエントリーすることができる。 

（６）監督は当該学校の教職員（教諭、助教諭、常勤講師、実習助手）とする。監督・コーチが校長の認める外部

指導者の場合は、道高体連災害補償制度もしくは、民間の災害補償保険に必ず加入することを条件とする。

また高体連バレーボール専門部長に文書をもって届け出ること。 

（７）マネ－ジャ－は当該学校の教職員または生徒とする。 

（８）コ－チは原則として当該学校の教職員とするが、当該学校長から委嘱を受け、専門部に文書をもって参加申

し込み時までに承認を得た者は認める。 

（９）大会申込書に記載された監督、コ－チ、マネ－ジャ－、選手の変更は大会当日の当該チ－ムの最初の試合ま

でに競技委員長に届け出なければならない。 

（10）資格違反が発見された場合は直ちにそのチ－ムを失格とする。ただし、違反の発見が試合終了後の場合は時

効とするが、以後の処理については専門部にて決定する。 

（11）部員不足による合同チームの参加を認める。詳細は、道高体連 HP の「複数校合同チーム参加ガイドライン」

を参照すること。                                

 

 

 



10 代表チ－ム数      北海道高等学校体育連盟規定による。（令和６年度は男子：８チ－ム、女子：８チ－ム）  

11 申し込み要領 

（１）「チーム参加の意思」は、４月２５日（木）１０時までに右の QR コードを読み込んで示す

こと。 

（２）「プログラム掲載用選手登録用紙」と「審判協力承諾書」提出は、札幌バレーボール協会競

技部の HP からダウンロードの上、５月７日（火）１０時までにメールで送信すること。 

＊メールの件名には、１．学校名、２．男女別、を必ず記載すること。（例：恵庭南高校 男子）   

 

メール送信先 北海道恵庭南高等学校 平井伸治 メールアドレス shinji19694414@yahoo.co.jp   

                   

（３）『大会参加料納付書』(男女別に作成)・『参加申込書』(校長印を押印)については、札幌バレーボール

協会競技部の HP からダウンロードし必要事項を記入の上、監督会議に持参し受付に提出すること。 

また、『参加料』（参加申込書記載選手１人につき５００円）につきましても、監督会議に持参し受付 

で支払うこと。（監督、コーチ、マネージャー、引率教員の参加料は不要） 

 

＊各書式（参加申込書・大会参加料納付書・監督コーチ委嘱状・審判協力依頼書承諾書・プログラム掲載用 

選手登録用紙）は、札幌バレーボール協会競技部のホームページからダウンロードすること。 

 

12  監督会議 ５月１４日（火）１４：００   北海道恵庭南高等学校 第３体育館 

       ＊駐車場は、恵庭公園野球場駐車場及び恵庭南高校第３体育館側を利用すること。 

       ＊入り口は、恵庭南高校第３体育館側の玄関を使用すること。 

＊監督会議中、主将は、第１体育館で待機すること。  

                      

13  監督・主将会議及び組み合せ抽選会 

    （１）５月１４日（火）１４：３０（予定）  北海道恵庭南高等学校 第３体育館 （監督会議終了後） 

    （２）予選グループ戦は監督・主将会議において抽選で決定する。 

     （３）決勝トーナメント戦の抽選は大会１日目、それぞれの試合終了後直ちに行う。勝ち上がったチームの監

督及び主将は、下記に集まること。なお、男子北広島高校、女子手稲高校で試合を行ったチームの監督

と主将は、電話抽選とするのでそのまま会場校にとどまること。 

             〈男子抽選〉 千歳市スポーツセンターダイナックスアリーナ  

        〈女子抽選〉 北海道石狩翔陽高等学校体育館 

 

14  開 会 式  ５月１４日（火）１５：３０（予定）  北海道恵庭南高等学校 第３体育館 

       ＊監督・主将会議及び組み合せ抽選会終了後。 

                      

15 閉 会 式 ５月２４日（金） 競技終了後    男子  千歳市スポーツセンターダイナックスアリーナ 

女子 石狩翔陽高等学校体育館 

16  そ の 他 

   （１）大会事務局     北海道恵庭南高等学校バレ－ボ－ル大会事務局（平井伸治）  

               〒 061-1412  恵庭市白樺町 4 丁目 1-1 

                          ℡ ０１２３－３２－２３９１ Fax ０１２３－３２－５５００ 

               平井・携帯 090-1384-6145 ・メールアドレス shinji19694414@yahoo.co.jp  

   （２）試合会場 

          〈男子〉千歳市ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰﾀｲﾅｯｸｽｱﾘｰﾅ   千歳市真町 176-2           (0123-22-1111） 

北海道千歳高等学校      千歳市北栄 1 丁目 4-1         (0123-23-9145） 

                  北海道北広島高等学校        北広島市共栄 305-3          （011-372-2281） 

          〈女子〉北海道石狩翔陽高等学校    石狩市花川東 128-31             （0133-74-5771） 

         北海道札幌手稲高等学校    札幌市手稲区手稲前田 497-2        (011-683-3311) 

         北海道札幌北陵高等学校        札幌市北区屯田 7条 8丁目 5-1      (011-772-3051) 

北海道科学大学高校体育館   札幌市手稲区前田 7条 15 丁目 4-2  (011-821-0173) 

                                        

   （３）監督は 監 、コ－チは Ｃ 、マネ－ジャ－は Ｍ 、引率教員は Ｔ 、チ－ムキャプテンは２×８ｃｍの 

     ユニフォ－ムと異なる色のマ－クを胸番号の下に正しくつけること。 

   （４）ナンバ－は１～１８を用い、ユニフォ－ムと異なる対照的な色と明るさで、胸番号は字幅２ｃｍ、高さ  

１5ｃｍ以上、背番号は字幅２ｃｍ、高さ 20ｃｍ以上のものを身体中央部につけること。 

   （５）大会当日の副審・記録員・線審・点示員については別紙を参照すること。 

    （６）大会使用球については各チ－ムの持ち寄りとし、男子はミカサ（Ｖ３００Ｗ）、女子はモルテン（Ｖ５Ｍ５

０００）とする。 


